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群にわけた(n=5, 10, 10)。Sham群は開胸のみで 210分の灌流を行い、温虚血群
および PFD群では 90分の左肺門クランプにて温虚血を誘導し、その後クランプ


































 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 12月 26日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
